
令
和
３
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
藤
枝
中
学
校
区

学
校
運
営
協
議
会
も

本
年
度
で
３
年
目
を
迎

え
ま
す
。
今
年
度
は
、
地

域
の
有
識
者
の
方
々
に

も
参
加
し
て
頂
き
、
藤

枝
中
学
校
区
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
が
さ
ら
に

充
実
し
た
も
の
に
な
る
よ

う
学
校
運
営
協
議
会
の

組
織
を
改
編
し
ま
し
た
。

地
域
と
学
校
が
協
働
し

て
豊
か
な
教
育
環
境
を

創
造
す
る
と
共
に
、よ
り

良
い
街
作
り
に
繋
が
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

・
小
林
彰
（
藤
枝
中
学

校
長
）・
鈴
木
宏
征
（
藤

枝
小
学
校
長
）・
飯
塚

稔
文
（
藤
枝
中
央
小
学

校
長
）・
村
上
伸
明
（
稲

葉
小
学
校
長
）・
工
藤

道
夫
（
藤
枝
地
区
自
治

会
代
表
）・
阿
井
正
人

（
稲
葉
地
区
自
治
会
代

表
）・
山
崎
仁
志（
藤
枝

交
流
セ
ン
タ
ー
長
）・
松

本
仁
宏
（
稲
葉
交
流
セ

ン
タ
ー
長
）・
大
橋
俊
英

（
藤
枝
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
）・
市
野
真
佐
幸

（
藤
枝
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
）・
梅
澤
収（
静
岡

大
学
名
誉
教
授
）・
堀

井
啓
幸
（
常
葉
大
学
特

任
教
授
）・
鈴
木
桂
子

（
清
水
屋
取
締
役
）・
横

山
秀
雄
（
静
岡
新
聞
取

締
役
）・
興
津
博
文
（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
）・
塚
本
一
弘

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
以
上
16

名
で
本
年
度
の
学
校
運

営
協
議
会
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

納奉り踊

地

４
月
13
日
、
藤
枝
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
連

絡
協
議
会
が
岡
部
支

所
分
館
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
藤
枝
市
に
10
あ

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

か
ら
様
々
な
活
動
報
告

が
あ
り
、
年
々
活
発
に
な
っ

て
い
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
活
動
の
様
子
を
お
互
い

が
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

令
和
３
年
10
月
に
ス
タ
ー

ト
し
た｢

に
こ
に
こ
あ
い
さ
つ

運
動｣

が
今
年
度
も
始

ま
り
ま
し
た
。
毎
月
25
日

を
基
本
に
藤
中
学
区
52

箇
所
で
、の
ぼ
り
旗
を
掲

げ
な
が
ら
、
児
童
生
徒

を
見
守
り
挨
拶
を
交
わ

す
こ
の
運
動
が
、こ
の
地

域
の
底
力
の
証
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
な
お
、

本
年
度
の｢

に
こ
に
こ
あ
い

さ
つ
運
動｣

は
、
祝
日
や

学
校
行
事
の
関
係
上
、

６
月
が
26
日
、７
月
が
21

日
、
11
月
が
24
日
、
12

月
が
22
日
、
令
和
６
年

２
月
が
26
日
、３
月
が
15

日
で
す
。そ
の
他
の
月
は

全
て
25
日
に
実
施
し
ま

す
。
地
域
と
学
校
の
協

働
の
姿
と
し
て
、よ
り
多

く
の
方
々
の
ご
協
力
を
い

た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

右
の
写
真
は
、
藤
枝
中

学
校
の
中
庭
で
、ス
ク
ー

ル
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
の

ス
タ
ッ
フ
の
方
が
、春
を
彩
っ

た
菜
の
花
の
処
理
を
し
て

い
る
様
子
で
す
。
生
徒
や

地
域
の
方
々
と
の
協
働

に
よ
り
、
今
後
も
四
季
の

草
花
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
そ
う
で
す
。

10
月
６
日
（
金
）
～
10

月
８
日
（
日
）に
行
わ
れ

る
藤
枝
大
祭
り
。
参
加

者
や
見
学
者
、
そ
れ
を

支
え
る
多
く
の
方
々
が

一
つ
に
な
り
繰
り
広
げ
ら

れ
る
、
藤
枝
市
が
誇
る

伝
統
文
化
で
す
。こ
の
ビ
ッ

グ
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、

地
域
と
学
校
が
さ
ら
に

強
い
信
頼
関
係
を
築
く

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。な
お
、
10
月

６
日
（
金
）は
、｢

郷
土
の

日｣

と
し
、
藤
枝
中
学
校

区
の
小
中
学
校
４
校
は

全
て
休
業
と
な
り
ま
す
。
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
新
聞

藤
枝
市
無
形
文
化
財
・

飽
波
神
社
大
祭
の
長

唄
と
地
踊
り

本
年
度
10
月
６

日
か
ら
始
ま
る
飽
波

神
社
大
祭
は
、
明
治

５
年
以
前
は
、
藤
枝

宿
の
総
鎮
守
青
山

八
幡
宮
の
放
生
会

大
付
け
祭
り
と
し
て

屋
台
が
曳
か
れ
ま
し

た
。そ
の
後
、
明
治
30

年
代
に
江
戸
型
の
山

車
、
三
層
高
欄
型

山
車
に
発
展
し
ま
し

た
。
電
話
線
と
電
線
が

町
の
通
り
に
で
き
た
た
め
、

平
屋
型
に
変
化
し

ま
し
た
。
大
正
５
年

に
藤
枝
町
出
身
の

８
代
目
芳
村
伊
十

郞
の
提
案
に
よ
り

現
在
の
長
唄
に
よ

る
地
踊
り
披
露
と
い

う
形
が
整
い
ま
し
た
。

こ
の
長
唄（
生
演
奏
）

に
よ
る
地
踊
り（
歌

舞
伎
踊
り
）は
、
日

本
一
の
規
模
で
す
。

（
藤
枝
市
無
形
文

化
財
）

コラム

新
体
制
の
学
校
運
営
協
議
会

学
校
運
営
協
議
会
委
員
の
紹
介

藤
枝
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
連
絡
協
議
会

に
こ
に
こ
あ
い
さ
つ
運
動

地
域
の
方
々
の
力

藤
枝
大
祭
り
に
よ
る
協
働
の
形


